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〈
社
会
福
祉
協
議
会
（
社し

ゃ

協き
ょ
う

）
と
は
…
〉

　

�　
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
団
体
で
、
公
共
性
と
自
主
性
を
有
す
る
社
会

福
祉
法
人
で
す
。

　

�　
地
域
住
民
や
関
係
団
体
と
と
も
に
、
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。

共同募金

地域福祉計画

いきいき介護
サポーター

地域福祉活動

ボランティア
センター

法人運営

社 協 の 主 な 活 動

〈特　　徴〉
・住民参加、住民主体の組織
・子どもから高齢者まですべてが対象
・様々な団体・人と連携

〈目　　的〉
・�地域にある様々な福祉の問題を地域全体
の問題としてとらえる

・�みんなで考え、話し合い、協力して解決
していく

住民

ボラン
ティア

社会福祉
施設

民生委員
・

児童委員

自治会

行政

専門
機関

社会福祉
協議会

岩
倉
市
社
会
福
祉

協
議
会
と
は

～
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

�

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
～
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地域包括支援
センター

生活支援コー
ディネーター

訪問介護

ふれあい
センター

居宅介護支援

福祉サービス
利用援助

基金運営

障害福祉
サービス

貸付

いただいた会費は、区・自治会で
取りまとめられます。

支　会 ⑤支会活動事業
　の実施

社会福祉協議会に集められます。

地域住民

区・自治会 区・自治会

社協会員募集をお願いします。
①

② ③

④

会員募集の流れ

～
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に

�

参
加
し
ま
せ
ん
か
？
～

会
員
の
区
分
及
び
金
額
（
年
間
１
口
）

　
一
般
会
員
（
世
帯
）�

５
百
円

　
特
別
会
員
（
施
設
）�

１
千
円

　
法
人
会
員
（
事
業
所
）�

３
千
円

　
会
員
制
度
は
、「
お
互
い
に
助
け
合
う
仕
組
み
」

で
す
。「
み
ん
な
で
地
域
の
課
題
を
共
有
し
」、「
み

ん
な
で
活
動
を
企
画
し
」、「
み
ん
な
で
お
金
を
出

し
合
っ
て
」、「
み
ん
な
で
解
決
に
向
け
て
実
践
す

る
こ
と
」　
に
よ
っ
て
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組
み
で
す
。

　
「
会
員
に
加
入
す
る
＝
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
し
て
い
る
」
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
の
一
部
は
、
皆
様
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
会
費
等
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。毎
年
、７
月
に
会
員
募
集
を
行
い
ま
す
。

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
会
員
の
加
入
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※�

会
費
は
、
各
区
の
役
員
に
取
り
ま
と
め
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
窓
口
で

も
随
時
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
会
員
募
集
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！
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問合せ先　ボランティアセンター　電話 37-3135

基
本
方
針

　

市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
が
法
制
化
さ
れ
、
40

年
と
な
り
ま
す
。
昭
和
58
年
に
社
会
福
祉
協
議
会

が
地
域
福
祉
を
支
援
す
る
活
動
団
体
と
規
定
さ

れ
、
平
成
12
年
に
社
会
福
祉
法
改
正
に
よ
り
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
目
的
と
し
て
「
地
域
福
祉
の
推

進
を
図
る
こ
と
」
が
規
定
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て　

お
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
バ
ブ
ル
経
済

の
崩
壊
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
ま
た
、
令
和
２

年
当
初
か
ら
続
い
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
る
影
響
等

に
よ
り
、
経
済
や
雇
用
の
先
行
き
が
見
え
な
い
不

安
な
状
況
に
至
っ
て
お
り
、
生
活
困
窮
や
孤
立
･

孤
独
な
ど
の
課
題
が
顕
在
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

本
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
近
年
複
雑
化
、
多
様

化
す
る
地
域
課
題
に
対
し
、
高
齢
者
、
障
害
者
、

子
育
て
世
代
、
生
活
困
窮
者
ら
様
々
な
人
た
ち
の

相
談
に
寄
り
添
い
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
行
政
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
、
市
内
社
会
福
祉
法
人
、
福
祉
関
係
団
体
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
団
体
等
と
の
連
携
・

協
働
し
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
本
会
の
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
基

本
理
念
を
念
頭
に
、
支
会
活
動
事
業
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
活
動
事
業
を
軸
と
し
た
地
域
福

祉
事
業
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

全
て
の
人
が
地
域
、
暮
ら
し
、
生
き
が
い
を
共

に
創
り
、
高
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
「
地
域
共
生

社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
、
地
域
福
祉
事
業
の
推

進
を
図
る
と
と
も
に
岩
倉
市
と
共
同
事
務
局
と
し

て
第
３
期
岩
倉
市
地
域
福
祉
計
画
並
び
に
地
域
福

祉
活
動
計
画
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

近
年
、
自
然
災
害
が
日
本
各
地
で
発
生
し
て
お

り
、
近
い
将
来
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
に
よ
る
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
や
対
応

の
整
備
が
急
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
の
事
業
継
続
計
画
を
策
定
し
、
計
画
を

実
行
性
の
あ
る
も
の
と
す
べ
く
、
教
育
・
訓
練
を

実
施
し
、
事
業
が
継
続
可
能
と
な
る
よ
う
体
制
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
後
の
復
興
支
援
と
な
る
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
平
時
か
ら
岩
倉

市
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
機
関
と
連
携
を
図
り
、

対
応
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

今
後
は
、
経
営
管
理
の
強
化
、
各
種
事
業
の
適

切
な
運
営
、
働
き
方
改
革
の
対
応
や
財
務
規
律
の

強
化
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
に
信
頼

さ
れ
る
社
会
福
祉
法
人
の
運
営
推
進
に
努
め
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ラ
ザ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
発

信
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
今
回
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
関
す
る
様
々
な
取
り
組
み
を
行
う
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

調査研究
　地域に必要とされる
ボランティア活動につ
いて調査研究します。

人材育成・援助
　関係機関とボランティア活動の推
進のため、連絡調整・情報交換を行っ
ています。

連絡調整
　関係機関とボランティア活動の推
進のため、連絡調整・情報交換を行っ
ています。

広報宣伝
　広報紙やホームペー
ジで、ボランティア活
動を啓発しています。

登録・あっせん
　ボランティア相談室
を開設し、ボランティ
アの登録、あっせん等、
様々な相談を受け付け
ています。

令
和
５
年
度
岩
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
計
画
と
予
算
の
概
要

みんなのふくし　令和 5 年 6 月 1 日 4



重
点
目
標
１　
信
頼
さ
れ
る
法
人
経
営

・�
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
組
織
と
し
て
の
、

地
域
に
信
頼
さ
れ
る
法
人
経
営

・�

事
業
継
続
計
画
を
基
に
、
災
害
時
に
お
い
て
事

業
継
続
が
可
能
と
な
る
体
制
づ
く
り

・�

介
護
事
業
に
お
い
て
、
利
用
者
の
人
権
擁
護
、

虐
待
防
止
、
感
染
症
の
発
生
や
ま
ん
延
防
止
等

の
た
め
の
体
制
整
備

使
用
済
み
切
手
の
収
集
結
果

　

日
頃
よ
り
、
使
用
済
み
切
手
等
の
収
集
に
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

収
集
し
た
使
用
済
み
切
手
等
の
う
ち
、
約
8.5
㎏

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ラ
ッ
コ
の
会
」
に
整
理

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
整
理
さ
れ
た
使
用
済
み

切
手
等
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運

動
本
部
」
に
送
り
、
障
害
に
関
す
る
啓
発
活
動
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
地
域
の
回
覧
板
や
岩
倉
郵
便
局
と
岩

倉
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
回
収
箱
を
設
置
し
て

収
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　

ラ
ッ
コ
の
会
で
は
、
現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

毎
週
第
２
、
第
４
木
曜
日
の
午
後
１
時

30
分
か
ら
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

ご
興
味
の
あ
る
か
た
は
、
本
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎
３
７
－
３
１
３
５

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

収　支　予　算　概　要
� （単位：千円）

収　　　　　入 金　額 支　　　　　出 金　額
▪会費 3,500 ❖法人運営事業 35,107
▪寄附金 910 ❖地域福祉活動事業 1,868
▪補助金 36,750 ❖地域福祉計画推進事業 300
▪受託金 78,971 ❖ボランティアセンター運営事業 2,511
▪貸付事業 1,220 ❖いきいき介護サポーター事業 559
▪事業 584 ❖共同募金事業 6,091
▪介護保険事業 35,024 ❖資金貸付事業 6,861
▪障害福祉サービス等 4,781 ❖福祉サービス利用援助事業 1,908
▪受取利息配当金 13 ❖訪問介護事業 9,312
▪基金取崩 7,381 ❖障害福祉サービス事業 8,950
▪繰入金 10,340 ❖居宅介護支援事業 19,571
▪その他 12 ❖生活支援コーディネーター事業 8,026
▪繰越金 4,916 ❖基金運営事業 7,734

合　　計 184,402 ❖岩倉市ふれあいセンター事業 8,781
❖岩倉市地域包括支援センター事業 39,596
❖岩倉東部地域包括支援センター事業 27,227

合　　　計 184,402

重
点
目
標
２　
共
に
暮
ら
す
地
域
づ
く
り

・��

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
の
た
め
の
講
座
や
地
域

福
祉
講
座
を
開
催
し
、
地
域
福
祉
に
か
か
わ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
幅
広
い
世
代
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
参
加
促
進

・�

７
つ
の
支
会
活
動
を
さ
ら
に
推
進
し
、
誰
も
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
の
支
援

・�

行
政
と
連
携
を
図
り
、
第
３
期
岩

倉
市
地
域
福
祉
計
画
並
び
に
地
域

福
祉
活
動
計
画
の
推
進

・�

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
本

会
事
業
と
市
受
託
事
業
で
あ
る
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
、
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業
と
も

一
体
的
に
地
域
課
題
に
取
り
組
む
体

制
づ
く
り

みんなのふくし　令和 5 年 6 月 1 日5



２　

つ
な
ぎ
、
見
守
る

　

�　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
民
児

協
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
地
域
の

「
つ
な
ぎ
役
」
と
な
り
、
自
治
体
や

関
係
機
関
と
協
働
し
て
見
守
る
。

３　

つ
な
ぎ
先
を
増
や
す　

　

�　
「
つ
な
ぎ
先
」
を
増
や
す
た
め

に
、
民
児
協
が
「
組
織
」
と
し
て

自
治
体
や
地
域
の
多
機
関
・
団
体
、

住
民
活
動
等
と
日
ご
ろ
か
ら
か
か

わ
り
、
連
携
・
協
働
を
深
め
る
。

４　

地
域
に
活
動
を
伝
え
る

　

�　

関
係
機
関
や
地
域
住
民
に
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
が
行
っ
て
い

る
「
つ
な
ぐ
」
活
動
等
を
伝
え
、

関
心
・
理
解
を
促
進
す
る
。

５�　

住
民
相
互
に
支
え
あ
う
地
域
を

作
る

　

�　

地
域
住
民
や
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

に
地
域
福
祉
活
動
を
伝
え
て
参
加

を
促
進
し
、
住
民
相
互
に
支
え
あ

う
地
域
を
つ
く
る
。

６　

災
害
に
備
え
る

　

�　

平
常
時
に
地
域
を
つ
な
ぐ
活
動

を
行
う
こ
と
で
、
災
害
に
対
し
て

住
民
が
協
力
し
合
う
こ
と
が
で
き

る
地
域
を
構
築
す
る
。

　

今
年
度
は
特
に
高
齢
者
の
問
題
を

課
題
に
学
習
し
、
研
鑽
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割
は
、

地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
、
様
々
な

課
題
を
抱
え
る
人
た
ち
か
ら
の
相
談

を
受
け
て
、
行
政
や
専
門
機
関
に
つ

な
げ
、
見
守
り
役
と
し
て
活
動
す
る

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
「
全
国
民

生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
」（
全
民

児
連
）
の
行
動
方
針
に
し
た
が
っ
て

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

１　

気
づ
く

　

�　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
民
児

協
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
地
域

住
民
に
寄
り
添
い
、
様
々
な
課
題

を
抱
え
た
人
々
を
把
握
す
る
。

岩
倉
市
北
部
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　

夏
目
典
子

　

北
部
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

は
令
和
４
年
12
月
１
日
に
一
斉
改
選

を
迎
え
、
新
た
な
委
員
と
共
に
活
動

を
始
め
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
の
一
番
の
役
割
は
地
域

と
行
政
の
パ
イ
プ
役
に
な
る
こ
と
で

す
。
近
年
、
時
代
の
変
化
と
共
に
地

域
を
取
り
ま
く
状
況
も
大
き
く
変
化

し
て
き
ま
し
た
。
近
隣
同
士
、
自
然

に
行
わ
れ
て
い
た
助
け
合
い
機
能
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
、
同
じ
生
活
者
の
目
線
で
地
域

の
人
々
の
困
り
事
や
心
配
事
に
耳
を

傾
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。し
か
し
、

福
祉
の
専
門
家
で
は
な
い
私
達
に
は

限
界
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
頼
り

に
な
る
の
は
地
域
の
皆
様
で
す
。
地

域
の
中
に
孤
立
す
る
人
が
な
い
よ

う
、
大
勢
の
目
で
見
守
り
、
問
題
が

あ
れ
ば
専
門
機
関
に
つ
な
げ
解
決
に

導
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
の
お
力
を
借
り
、
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
福
祉
の

お
役
に
立
ち
、
ま
た
皆
様
か
ら
信
頼

さ
れ
る
存
在
と
な
る
よ
う
委
員
一
同

で
諸
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

岩
倉
市
南
部
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会　

�

会
長　

嶋
　
　
保

　

私
は
、
南
部
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
37
人
の
中
か
ら

会
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
だ
3
期

目
で
経
験
も
浅
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

他
の
役
員
や
関
係
者
の
力
を
お
借
り

し
な
が
ら
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

さ
て
、
少
子
高
齢
化
が
ど
ん
ど
ん

進
ん
で
い
る
今
日
、
地
域
の
つ
な
が

り
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
民
生
委

員
・
児
童
委
員
は
担
当
地
域
内
で

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
お
ら
れ
る

方
々
の
相
談
に
乗
り
、
適
切
に
行
政

に
つ
な
げ
て
い
く
橋
渡
し
役
で
す
。　

　

地
域
の
中
で
ア
ン
テ
ナ
を
広
げ
て

実
情
を
つ
か
み
、
困
っ
て
い
る
人
が

い
れ
ば
そ
の
存
在
に
気
づ
き
解
決
に

向
け
て
手
助
け
を
し
、
見
守
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
の
見
守
り
や
市
か
ら
委
託
を
受
け

た
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
、
地
域
に
根
ざ
し

た
福
祉
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
皆

さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
な
る
よ
う
お
互
い
に
助

け
合
い
研
鑽
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

民生委員・児童委員の

編集：岩倉市民生委員児童委員協議会広報委員会

108
令
和
５
年
度　
岩
倉
市

�

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

事
業
計
画
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　市内を７つの地域に区分した「支会」を組織し、地域福祉活動の推進のため、
さまざまな事業を行っています。各支会の活動を紹介しています。

※支会は住民の皆さまが加入された社会福祉協議会の「会費」等で運営されています。

～みなみ悠々サロン～

【行政区】
大市場町区　大山寺町区　稲荷町区
曽野町区　　五条町区

南 支 会

クローズアップ

　毎年、10月に輪投げとボッチャをとおして、子ども、子どもの親、高齢者の
３世代が交流して、地域のつながりづくりを推進しています。
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「岩倉みんなのふくし」音声版（CD）を用意しています。
ご希望の方は、岩倉市社会福祉協議会までご連絡ください。

（協力：岩倉市音訳の会　あめんぼ）

編集委員　�関戸　八郎　　真野美知子　　丹羽　裕 
横井嘉寿子　　伊藤　文

1 ケアマネジャー（嘱託員）
 ◦募集人員　1名
　◦応募資格　介護支援専門員
	 ◦勤務時間　週 32時間	
	 ◦休　　日　土日、祝日、	
	 	 	 	 	 	 	 12 月 29日から 1月 3日
	 ◦賃　　金　211,400 円から	
　　　　　　　※経験により優遇・諸手当有ります
	 ◦有給休暇　有り（6か月経過後）	
	 ◦社会保険　健康保険・厚生年金・	
	 	 	 	 	 	 	 雇用保険・労災保険
	 ◦退職金制度		 有り	

2 ホームヘルパー（非常勤職員）
 ◦募集人員　3名
	 ◦応募資格　初任者研修・ヘルパー２級・	
　　　　　　　介護福祉士
	 ◦勤 務 日　週 1日から勤務可能
	 ◦勤務時間　ご相談に応じます	
	 	 	 	 	 	 	 	1日1時間から等、希望に応じての

働き方ができます
	 ◦賃　　金　身体介護　1,250 円	
	 	（時　給）	 生活援助　1,150 円	
	 	 	 	 	 	 　その他諸手当あります
　◦有給休暇　有り（6か月経過後）	
	 ◦労災保険　有り	

◦問合先		 	 ・岩倉市社会福祉協議会訪問介護事業所
	 	 	 	 	 	 ・岩倉市社会福祉協議会居宅介護支援事業所	
　　　　　　電話：38-0085	

アットホームな職場で 
あなたの資格を活かしてみませんか？募集中！

※応募方法	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
	 まずは、お電話ください。
	 所定の応募用紙と資格証明書を提出していただきます。

年齢不問です。
お電話お待ちしております。

	 令和５年２月１日～　令和５年４月 30日
　
　ご寄附をいただき、ありがとうございました。
　皆さまからの寄附は「誰もが安心して暮らすことができる福祉のまちづくり」に活かせるよう大
切に活用させていただきます。
　（敬称略）
岩倉団地自治会おたすけ隊	 5,000 円	 カトリック小牧教会	 5,000 円

岩倉市更生保護女性会	 20,000 円	 中本町石橋４組	 12,588 円

太一会	 7,445 円	 匿名	 10,000 円

匿名	 2,000 円	 匿名	 100,000 円

水野優子	 紙パンツ 3袋、紙シーツ１袋、紙パット 1袋、おしりふき 2個

株式会社コモ	 低糖質デニッシュプレーン 18個入　13ケース
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